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第１ 調査の概要 

 

１－１ はじめに 

海技教育機構は、内航海運業界、関係機関等との意見交換を踏まえ、船員養成を行って

いるところであるが、海上技術学校・海上技術短期大学校の卒業生が、入社後早々に退職

するケースが多いとの指摘も寄せられている。 

このため、平成 23 年度に続き、同校卒業生の定着状況を調査した。 

 

 

１－２ 調査の内容 

一般的に卒業後 3 年ぐらいで転職を考えることが多いと言われることと、前回の調査

との比較も考え、海上技術学校、同短期大学校の平成 21、23、25 年の 3月卒業者及び乗

船実習科 9月修了者 1071 名を対象としてアンケート調査を実施した。 

アンケート用紙「卒業後の動向に関するアンケート」を巻末に示す。 

 

 

１－３ 調査の回収状況 

卒業生 1071 名へ発送したところ、967 名へ配達され、325 名の回答を回収（33.6％）

できた。 

なお、平成 23 年度の調査は、平成 18、20、22 年の 3 月卒業者及び乗船実習科 9 月修

了者 1008 名を対象に実施し、942 名に配達され、334 名の回答（35.5％）であった。 

 

 

《表１》回収状況 

 回答数 総数 回答率 (％) 

平成 25 年卒業 109 卒業者数 

33.6 

(325/967) 

平成 23 年卒業 113 1071 

平成 21 年卒業 97  

（卒業年不明） 6 配達数 

合 計 325 967 
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第２ 調査結果について 

 

２－１ 回答の内訳 

乗船実習科を含む海上技術学校卒業者からの回答は 131 通（回収率 30.0％）、海上技

術短期大学校卒業者からの回答は 176 通（回収率 27.7％）であった。 

なお、分類不明な回答が 18 通あった。 

 

《表２》学校・卒業年次ごとの回答状況 

海上技術学校 卒業 

  回答数 卒業者数 回答率（％） 

 平成25年卒業 42 135 31.1 

 平成23年卒業 42 135 31.1 

 平成21年卒業 47 166 28.3 

 小計 131 436 30.0 

     

海上技術短期大学校 卒業 

  回答数 卒業者数 回答率（％） 

 平成25年卒業 64 238 26.9 

 平成23年卒業 67 238 28.2 

 平成21年卒業 45 159 28.3 

 小計 176 635 27.7 

     

その他 

  回答数 卒業者数 回答率（％） 

 分類不明 18   

 不達数  １０４  

     

  回答数 配達数 回答率（％） 

 合計 325 ９６７ 3３.６ 
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２－２ 卒業後の定着状況 

海上職、陸上職を含め、卒業生が現在勤めている会社が最初の会社か、転職した会社か

を、学校別及び卒業年次ごとに集計した《図 1》。 

   

※ 卒業後、海技大学校等へ進学中の 10 名及び分類不明の 18 名を除く 297 名が総数 

《図 1》卒業生の在職率 

 

この集計結果は、厚生労働省調べの新規学卒就職者の卒業後 3年までの離職率《図 2》

とほぼ同じ傾向を示している。また、上の集計における卒業後 3 年と 5 年の在職率にさ

ほど差がないことから、3年を過ぎればその会社に落ち着く傾向が伺える。 

 

《図 2》新規学卒就職者の卒業後 3年以内の離職率 

（厚生労働省 平成 26年 11 月データより） ※25 年卒者は在職 1 年目 
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２－３ 転職者について 

（１）転職者の状況 

前問で「転職した会社」と答えた者 96 名について、転職の状況を質問した。 

海上職に就いている者は、陸上職から海上職へ転職した者をあわせると72名（75.0％）

にのぼる《図 3》。 

 

 

《図３》転職の状況 

 

また、その内訳を、卒業年次ごとに集計した《図 4》。 

 

 

《図４》卒業年次ごとの転職の状況 

 

平成 23 年に実施した調査結果《図 5》と比較すると、他の船社へ転職する割合がやや

高くなっているが、卒業後 3年、5年の者でも、海上技術学校の卒業生で 8割、短期大学

校では 9割の者が、海上職を続けていることがわかる。 
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《図５》平成２３年実施 卒業年次ごとの転職の状況（転職者は 85 名） 

 

 

（２）転職の理由 

転職者 96 名の転職理由は次のとおりである《図 6》。 

「人間関係がうまくいかなかった」を選択した者が 45 人と最も多く、次に休暇（28 名）、

時間外労働（27 名）、給与（16 名）など、労働条件を理由とする回答が続いた。 

「その他」としては、パワハラ・セクハラ（10 名）、地元へ（5名）など、提示した選

択肢との重複もあったが、会社倒産や経営危機等（4 名）、解雇（4 名）、腰痛（2 名）

などもあげられていた。 

 

《図６》転職した理由（複数回答） 
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転職者の転職後の感想を《図 7》に示す。 

「会社を変えて良かった」と回答した者が 76 名、「変えて失敗した」という者も 2名

あった。複数回答可でありながら「元の会社に戻りたい」という者はいなかった。 

その他の感想としては、会社を変わって「デメリットもあるが、どちらかといえば良

い」(4 名)､「一長一短だと思う」(4 名)､「転職そのものに苦労した」(2 名)に加え、腰

痛のため転職せざるを得なかった者が 2名いた。 

 

 

《図７》転職した感想（複数回答） 

 

２－４ 現在の会社について 

最初に就職した会社である者を含め、現在の会社への不満、会社を変えたいと思うか

を質問したところ、現在の会社に不満がある者は 162 名（49.8％）、不満がないと回答

した 132 名（40.6％）を上回っていた《図 8》。 

一方、現在の会社で続けていきたい、会社を変える予定はない、と回答した者は 223 名

（68.6％）、会社を変えたい、変える予定である、と回答した 71 名（21.8％）を大きく

上回っていた《図 9》。 

 

 
《図８》現在の会社への不満 

 

 

《図９》現在の会社を変えたいと思うか 
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現在の会社に不満があると回答した 162 名の理由を《図 10》に示す。 

主な理由として、給与や休暇などの労働条件に加え、転職の理由同様に、人間関係に不

満を持っている回答が多かった。 

 

 

《図 10》不満の理由（複数回答） 

 

 

設問において「不満がないのに会社を変えたい」と答えた者が 30 名あったが、その理

由を《図 11》に示す。複数回答であるが、「上級資格取得のための履歴を付け、もっと

条件の良い会社に行きたい」が 9名、「船種を変えたい」が 8名と多かった。 

 

 

《図 11》不満がないのに会社を変えたい理由（複数回答） 

 

 

 

46

45

45

32

62

10

思っていたより給与が安い。

人間関係がうまくいかない。

休暇が十分に取れず、

毎回、長期間乗船となる。

仕事がきつい。時間外労働が

多い（労働条件が悪い）。

その他

（理由なし）

単位：人

9

8

3

3

3

11

1

上級資格取得のための履歴を付けた後、

もっと条件の良い会社へ転職したい

船種を変えたい

通勤船員へ転職したい

他社(地元)の知人や友人に誘われている

当初から船員として数年働いて、

お金が貯まったら辞めようと思っていた

その他

（理由なし）

単位：人

- 7 -



２－５ 在学中の経験や学んだ知識で役立っていること 

在学中の経験や学んだ知識で、役に立っていると感じたことを質問したところ次の回

答であった《図 12》。 

実習実技を含め、授業で学んだ船の知識はもちろんであるが、団体生活、コミュニケー

ション能力、言葉づかいなど、寮生活をとおした経験をあげる回答が多かった。 

 

 

 

《図 12》在学中の経験や学んだ知識で役に立ったと感じる点（複数回答） 
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２－６ 後輩へのアドバイス 

自由記載として、後輩へのアドバイスを求めたところ 318 件寄せられた。その主なも

のを次に示す。 
 

○率先して仕事をすれば好かれる。 

○まじめに勉強してください。人間関係も大切です。 

○最初は船酔いに慣れるまで大変だろうけど、頑張れ！！  

○将来の目標を立て、目標達成に向け努力すること。時間を有効に。友達を大事に！ 

○やる時はやること。オン、オフをきっちり！！ＮＯ１ではなくてもオンリーワンになって欲しい！！ 

○就職、内定だけが在学中の目標になるのではなく、さまざまな視野を持ちながら努力して下さい。 

○集団生活を楽しんでください。後にも先にも経験できない貴重な時間です。頑張れ！ 

○学生の頃はよく分からないまま会社を選ぶこととなってしまうが、十分調べた上で会社を選んでほしい。 

○仕事では１人で悩まず会社の上司や信頼できる人に相談した方が良いと思います。辞めたいと思うことは

ありましたが会社（人事部）に相談して解決しました。 

○専門知識も必要ですが、基礎的な一般科目も学習していた方がいいです。又、実習・実技は教官の指示に

従ってしっかり一回一回ものにしてください。 

○就職してしまうと、できて当たり前と思われるし、給料をもらう以上しっかりやらないといけないので、

学校にいる間は色々とやっておいた方がいいと思います。教えてくれる人もいないので、ある程度基礎知

識を覚えておかないと大変な事になります。 

○学校で学んだ事は、全て基礎中の基礎だと思って下さい。実際働くと何も出来ません。失敗を繰り返して

知識をつけていって乗り越えていく事が大事だと思います。隣の芝も青く見えます。学校で得た知識が全

てでは無い事も多々あります。忘れている知識もあると思いますが、在学中は楽しむ事も大事です。 

○学校でやっていることがそのまま役に立つ訳ではありません。正直、愛想や愛嬌があるかが鍵だと思いま

す。入社してすぐは、どう上手く、快く、上司に仕事を教えてもらうかです。自分からコミュニケーショ

ンを取れば、どこでも何でもなると思います。 

○とにかく勉強！！とにかく技術向上、とにかく資格！！就職後、現場に出て上司から試されることも多々

あると思われる。そういった場合、スム-ズに仕事が出来たらＯＫ！！色々なアドバイスももらえて自分

の技術に磨きをかけることができる。そういう時に備えてスプライスなどの基本技術は身につけておく。

とにかく基本技術が一番大切！！現場に出たらバラスト、荷役装置、トラブルの対応等覚えることがたく

さんあるため、知ろうとする意欲が大切。 

○～在学し学んだこと～ 

男の子のこの思春期に、友達と先生方と苦楽を共にし、協同生活、集団生活を送ることができた三年間は

"宝だった"と常々その息子が申しております。後輩の中学生にも伝えたい程とのこと。男の子は縦社会の

中で、強く、したたかに生きていかなければなりませんので、その柱を築かせていただけたのだと、親は

思っております。特別な世界ですが、精神的な部分を周囲に支えていただきながら楽しく、強く、三年間

の寮生活、乗り切って欲しいと願います。地域の高校に進学していたら、きっと、自分の将来のイメージ

さえつかめずにいたと思います。この学校を選んだこと、自分に誇りを持って下さい！立派です！そし

て、三年後、卒業を皆で迎えましょう！          ～その母より～ お世話になりました。 
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